
２０２１年度第2ラウンド

「CAN通信仕様」
実績報告

アイシン・ソフトウェア（株） 吉井 裕太
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勉強会概要

勉強内容

以下の章ごとにCAN通信の講義を行った

1. 車載ネットワーク概要
2. CANの基礎知識
3. CAN通信プロトコル
4. エラー検出
5. CANプラットフォーム

※演習問題や理解度確認テストも実施した。

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全2回） 第１回 12月3日(金)、第２回 12月10日(金)

開催時間帯 14時30分～17時30分

参加社数（人数） 29社（29名）

開催方法（場所） オンライン(Zoom)
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勉強会の様子

講義資料 理解度確認テスト

演習問題

※オンライン開催のため、写真なし。
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
– データフレームのフォーマットなど詳細部分について勉強になった

– 初心者でもわかりやすい内容となっていた

– ＣＡＮの基本的な仕様について理解できた
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
工夫点

• 例年の資料よりイメージ図を増やした

今後の課題
• 講義資料は可能であれば事前に配布してもよいかもしれない

◆講師所感
– 講師陣も経験年数が浅かったため、初心者目線で講義

内容を考えることができた

– チャット機能を使用して講義内容に対する質問を募集す
ることで、スムーズに質疑応答をできた
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２０２１年度第2ラウンド

「ROS」
実績報告

株式会社ヴィッツ 熊谷聡史
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勉強会概要

勉強内容

ROS(Robot Operating System)は、ロボットのソフトウェア開発者向けにロボット
アプリケーション作成を支援するライブラリやツールを提供するロボット開発用の
プラットフォームです。
本勉強会では、ROS初心者を対象とした、入門講座を開講します。
ROSは「どんなことができるのか」を学ぶことができ、今後の業務におけるROS導入
の参考になる勉強会です。
＜1回目＞
・ROSの基本概念の説明
＜2回目＞
・ROSの基本的な通信方法の実装
＜3回目＞
・シミュレータ環境を用いた自律移動ロボットの実装

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全3回） 12/17(金)、01/14(金)、02/04(金)

開催時間帯 18時00分 ～ 20時00分

参加社数（人数） 11人

開催方法（場所） Web開催(Zoom使用)
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勉強会の様子

Gazebo

シミュレータ

Rviz

3次元可視化ツール

TurtleBot3

第3回目の講義では、
TurtleBot3のLidarを用い
て障害物に当たらないよう
に制御するロジックを実装
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アンケート結果(1/2)

・グラフ (経験年数と勉強会評価）

37%

36%

18%
9%

経験年数 2年未満 2～5年未満

5～10年未満 10年以上

64%
27%

9%
0%

勉強会について 役に立った

まあまあ役に立った

普通

改善する必要があった
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アンケート結果(2/2)

・参加者のコメント

アンケート結果(一部抜粋)

以下3点の内容を知ることができたため、参加して良かったと思いました。
①あまり触れてこなかったPythonでのROSのプログラミングを知ることができたこと
②setup.pyの修正方法を知ることができたこと
③RosWiki内に、ROSが対応しているセンサーの一覧が明記されている事を知り
各種センサーを扱う際にとても参考になる情報を知ることができたこと

今年度から業務でSLAMやROSなどに携わるようになりましたが、あまり理解できずに使用している
面が有りました。今回の講義で、基本から学ぶことが出来、今まで自分がやっていた作業の意味が
理解できました。

ROSは自動運転関係や自動車以外のモビリティの開発において、必要なスキルと感じており、
今回の勉強会で、そのベースとなる通信部分の仕組みや簡単なノードの追加方法を知ることができ、
今後、本格的に開発を行う上での足掛かりになると感じているためです。

ROSの基本的な通信方式を理解することができました。
今後の業務でROSを使用する可能性があるので今回学んだことを活かすことができそうです。
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まとめ(1/2)

◆今回の勉強会の振り返り
項目 内容

実施内容(第1回目) （形式：講義）
・ROSの概要説明

実施内容(第2回目) （形式：講義）
・一回目の復習
・トピック通信の演習
・Service通信の演習
・Launchファイルの作成
・Rosbagを用いたデータの記録と再生

実施内容(第3回目) （形式：演習）
・Lidarを用いた障害物検知ロジックの作成
→障害物を検知したらロボットを停止させるプログラムを作成
→Gazeboシミュレータに用意されているタートルボット3を使用
→穴埋め形式で実施し、重要となるPublisher, Subscriberを
各自で作成してもらった
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まとめ(2/2)

◆今回の勉強会の振り返り
項目 内容

工夫点 演習で使用するコマンド集を事前に送付
⇒コマンド入力の効率化、入力ミスを削減した

反省点 ・ROSの基本となるPulisher,Subscriverの作成方法の
説明と演習の時間が十分ではなかった。
理由１：第3回目では、初心者、経験者ともにロボットの実装に

苦戦していた。
理由２：ビルドエラーや実行ファイルエラーの対処に時間を要した。

今後の展望 ・実機を用いた演習の実施
今回は、コロナ対策でリモートでの勉強会を実施したため、
シミュレータ上でタートルボット3の制御プログラムを作成した。
実際の開発では、シミュレータで試行した後、実機で動かす。
そのような演習がいつかできればと考える。
ただし、参加者分ロボットを用意するのは費用がかかるため要相談。
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２０２１年度第２ラウンド

「Unreal Engine 4入門」
実績報告

株式会社ヴィッツ 熊谷聡史
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞
本勉強会では、3Dゲームエンジンの１つであるUnreal 
Engine 4(以下、UE4)を使用して、実際に自分の手を
動かしながら、自動車が走るコースを自作し、そのコー
ス上を自動走行する車両を作成していきます。
これらの実装を通じて、UE4の基本的な操作や開発方法
を習得できる内容となっています。

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全４回）
第１回 11月25日(木)、第２回 12月 2日(木)

第３回 12月 9日(木)、第４回 12月16日(木)

開催時間帯 18時00分～20時00分

参加社数（人数） 10

開催方法（場所） Zoom
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勉強会の様子①

UE4のビークルテンプレート

周回用の道路を実装
車両モデルを変更
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勉強会の様子②

簡易的に
スタート画面と
オプション画面実装

自動走行用に実装した
ブループリント（一部）

ブループリント
＝UE4のプログラム

22/88



アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
- 完全に素人だったので大変ためになりました。録画動画を展開してくださったので、
後から自分でやれたのも良かったです。

- プロジェクト作成~関数・画面実装に至るまで実際に操作しながらの形式だったことと、

後ほど参考となるプロジェクトも送付されたので、入門として十分な内容だったと思いま
す。ただ、時間の制限があるということもあってか、勉強会後半の解説スピードが少し速
く感じました。
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
UE4では、「ブループリント」というビジュアルスクリプティングを
使用する性質上、画面の遷移が多くなる。そのため、テキストで
の説明は限界があると考えた。この対策として、実際に自分の
操作画面を映しながらの解説は上手くいったようだった。
この形式では講師側の説明一辺倒になってしまうため、参加者
の理解度をフォローする仕組みが必要と感じた。

◆講師所感
新規の勉強会だったので、準備が大変だった。
勉強会中は質問が少なく、理解してもらえているか不安に
なったが、アンケートでは満足している方が多いようで、
準備した甲斐があった。
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２０２１年度第２ラウンド

「MISRA-C 2012」
実績報告

アイシン・ソフトウェア（株） 間渕智子
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞
本勉強会では、MISRA-C 2012を運用するにあたり必要な活
動概要及び、ルール解釈についての解説を実施します。

・MISRA-C 2012の運用について
(MISRA Compliance:2016における運用フローと逸脱手続き
等) 
・MISRA-C 2012概要(2004との差異など)
・MISRA-C 2012のルール解釈について(抜粋)

勉強スタイル レクチャー形式

開催日（全１回） ２０２２年 １月 ２１日(金)

開催時間帯 １４時３０分 ～ １７時３０分

参加社数（人数） １９社

開催方法（場所） Web開催（ミーティングツール：Zoom）
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勉強会の様子

MISRA-C 2012概要
・目的及び特徴
・MISRA-C2004との差異
・CERT-Cの紹介

MISRA-C運用手順
・MISRA Compliance 2016についての解説
・参加企業との情報交換を実施

違反に対する
ソースコード修正・誤警告事例紹介
・事例6件を紹介、演習を実施



アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント

90%

10%

0%
0%

勉強会について

役に立った

まあまあ役に立った

普通

改善する必要があった

28%

28%

11%

33%

経験年数

2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上

良かった点 ・初学者にも配慮した内容で、概要が理解できた
・組込開発の経験は長いが車載関連は経験が少なく、役立つ内容だった
・MISRA-C 2012は解説書が出回っていないため、今後の勉強に役立つ
・他の受講者の開発業務についても話が聞けて参考になった

改善点 ・逸脱についての説明を増やしてほしい
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
• 事例紹介が好評だった

– 前回資料から事例集を改修。演習時間の設定、解説の充実化も行った

– 事例紹介に特化した勉強会を求める声あり

• 参加企業との情報交換が効果的にはたらいた
– 情報収集を目的に、試験的に行った

– 場が温まり、その後の質疑や演習時間の発言が活発になった

◆講師所感
事例の選定に苦労した。社内ではよく見る事例でも、社外の参加者は初見であり、
勉強会の時間内に理解できる難易度の事例を選ぶのが大変だった。
そのため、苦労して作った事例紹介が高評価をいただけて嬉しかった。
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２０２１年度第２ラウンド

「アジャイル開発（スクラム）入門」
実績報告

（株）アドヴィックス 柴田圭司
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞

アジャイル開発（スクラム）の概要について学ぶ。
[アジェンダ]

・アジャイル開発とは（従来型との違い）
・なぜアジャイル開発なのか
・アジャイル開発のコンセプト
・実践のためのプラクティス

講義中に、グループワーク形式で取り組み課題について
議論することで、自業務での適用イメージやきっかけを掴む。

勉強スタイル レクチャー形式

開催日（全３回） 第１回12月8日、第２回12月14日、第３回12月22日

開催時間帯 １８時００分～１９時３０分

参加社数（人数） 12人

開催方法（場所） Teams会議
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勉強会の様子

勉強会の様子や写真、教材、機材などを紹介

弊社内教育資料をベースに教育を実施。

ＧＷはteamsのブレイクアウトルーム機能を活用。



アンケート結果

・グラフ (経験年数と勉強会評価のグラフを掲載する）

・参加者のコメント
理論的な説明に加え、実践話もあったため、ある程度のイメージができた。

グループワークで他社の方と意見交換をできたことも勉強になりました。

KPTや振り返り会の実施方法など、取り入れてみたいと思うものがあったため。

リーダー向けの講義で、まだ自分の経験が浅い為、少し理解しにくい内容もあった。

17%

33%17%

33%

経験年数

2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上
75%

17%

8%

0%

勉強会について
役に立った

まあまあ役に立っ

た

普通

改善する必要が

あった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
・工夫点としては、teamsでの接続確認を事前に実施、講義に集中して頂くためテキ
ストは最終回除き敢えて事前配布しない、予定通り講義を進めるためQAはチャット

で連絡頂き講義後に回答、ＧＷが円滑に進められるように弊社より１人、サポーター
を参加。

・反省点としては、teamsでのブレイクアウトルーム機能を使うのが初だったので、

操作に手間取った。事前に試しておくべきだった。

◆講師所感
• 概ね好評で、受講者目的に見合った講義になったかと思います。

• ごく一部ですが、募集要件（ソフトウェア開発複数年経験）に合わない、１年目？２
年目？くらいの方はついていけてない感じ。

• また、内容的にもっと深いところ（実用レベル）の話を聞きたかった、という方もい
らっしゃいました。（応用側に参加頂くとよい？）
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２０２１年度第１ラウンド

「アジャイル開発」
実績報告

株式会社 東海理化 稲垣 修
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勉強会概要

勉強内容

＜アドバンス＞

アジャイル（スクラム）開発の概要を理解し従来開発と
の違い
取組みの課題について理解します
・デジタル付箋ツールでお互いに意見を出し合いながら、
ディスカッションを行います。

勉強スタイル レクチャー形式

開催日（全４回）
第１回 7月13日(火)、第２回 7月27日(火)、
第３回 8月17日(火)、第４回 8月31日(火)

開催時間帯 17時30分～19時30分

参加社数（人数） 10名

開催方法（場所） Web
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勉強会の様子

ZoomのBreakout Roomを活用し10

名を3つ分かれて意見交換を実施

その後全体でデジタル付箋ツール
miroを活用して発表、QAを実施
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アンケート結果
「10年以上」が6名、「約に立った」、「まあまあ訳に立った」が7名

【コメント（抜粋）】

• アジャイル開発について、あらためて体系的に学ぶことができたため」「経
験者や同業の方の生の声を聞くことができたため

• 資料が充実していた。miroやzoomといったツールを活用する機会もあって
良かった

• アジャイルを実践していない身にとっては、抽象論が主体になると、どうし
ても自分の知識・経験の範囲で受け止めてしまい、新たな知見を得ること
が難しいと感じたため

20%

0%

20%

60%

経験年数

2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上

30%

40%

30% 0%

勉強会について
役に立った

まあまあ役に立った

普通

改善する必要があった
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アンケート結果
勉強会について以下の意見があった

• もっと実際アジャイル開発を実施した際の実物を使っていただけたら、
よりイメージが湧いたり具体的に自分の業務でどのように使って行こう
というところまで辿り着けたと思う。

• 受講者の知識、経験もまちまちだと思うので、そこも考慮したグループ
分けなり、課題なりがあるとよかったのでは

• グループディスカッションなども多く勉強になりました。また、miroの活用
もオンラインが加速する中で参考になりました。ただ、少しグループディ
スカッションがグダグダになってしまったのが残念でした。まさにアジャ
イルのように積極的な発言が出来ず、活発な議論にできなかった点、反
省したいです。オンラインでの難しさを感じました。また機会がありまし
たら、参加させて頂きたいと思います。

• 初めてお会いする方々に対してオンラインでは顔が見えずやりずらかっ
たです。

※次回勉強会テーマに検討いたします

39/88



アンケート結果

今後の勉強会について以下の意見があった

• スクラムに特化したもの

• DevOps

• テーマは同じアジャイルで、事例紹介など、具体的な内容を多く含
むもの

• 車載組込み系 ソフトウェアアーキテクチャに関するテーマ

• 組み込みに関連するテーマ

• コミュニケーション能力の低い人がどうすればコミュニケケーション
が出来るようになるのか？

• 「組込みソフト開発へのニューラルネットワークの適用」「組み込み
ソフト開発へのシミュレーションの活用(従来のMBDに限らず、
UE4などのSimも含めて)」

• Linuxアプリの開発方法

※次回勉強会テーマに検討いたします 40/88



まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
• ZoomとWebホワイトボードツールの活用により環境は良く
なっているが、1度は面着会議が良かったとの意見があった

• 少人数でディスカッションは当初活発であったが全体では意
見が少なかった。受講者の知識、経験にを考慮したグループ
分けが出来ると良かった

◆講師所感
• 終了後の感想も20年度と比較してとても役に立ったが少なく
次回開催する場合には議論の進め方（募集時により具体的
な議論テーマを明示するなど）改善が必要
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２０２１年度第１ラウンド

「車載開発プロセス」
実績報告

ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社
鈴木晴隆
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞
本勉強会では、Automotive SPICEのソフトウェア
エンジニアリング群の基礎について理解し、プロセス
改善の中で発生する問題や疑問について、
具体的にテーマ設定し、参加者で討議します。

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全４回）
第１回 ６月２５日(金)、第２回 ７月２日(金) 、
第３回 ７月９日(金)、 第４回 ７月１６日(金)

開催時間帯 １８時３０分～２０時３０分

参加社数（人数） １２人

開催方法（場所） Web開催（Zoom）
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
グループワークでは開発プロセスを具体的に考えることができ、
イメージがつきやすく、参加者の意見も非常に勉強になった。

Automotive SPICEの考え方、何を求められているのかが理解でき、
自社のルールの背景となる規定を知ることができた。
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
オンラインでの討議を含んだ演習を追加した。

意見を出しやすい人数にチーム編成を調整し、

活発に議論を引き出すことができた。

◆講師所感
オンライン開催でも討議ができるように環境・チーム編成

について工夫した。
受講者の方からの意見でも好意的な意見が多かったため、
次回も改善を加えて討議を実施する。
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２０２１年度第２ラウンド

「機能安全規格」
実績報告

ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社
鈴木晴隆
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勉強会概要

勉強内容
＜基本＞
本勉強会では、2018年12月に発行された機能安全
(ISO26262)第2版の概要について、初版からの変化点を

交えて解説致します。

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全３回）
第１回 1月12日(水)、第２回 1月19日(水) 、
第３回 1月26日(水)

開催時間帯 １８時３０分～２０時３０分

参加社数（人数） １0人

開催方法（場所） Web開催（Zoom）
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
機能安全の開発観点について万遍なく分かり易い資料にて説明して頂けた。
時間の都合上演習の時間が短かったのを惜しく感じた。

経験のない機能安全の一般的な知識を知ることができた
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
基礎的な内容として十分な内容を提供できた。
一方で講義スライドのボリュームが多くなってしまった。

◆講師所感
受講者によっては情報過多になってしまい、

理解度にばらつきが出たようである。

次年度は講義スライドのボリュームを減らし、

討議の時間を増やすことで理解度のばらつきを減らす。
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２０２１年度第１ラウンド

「車載セキュリティ」
実績報告

ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社
鈴木晴隆
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞
本勉強会では、自動車向けサイバーセキュリティ規格である
ISO/SAE 21434の要求事項をベースにリスクアセスメント
および脆弱性分析について講師が解説した上で、具体的な
手法や留意点について講師と参加者で共に討議します。

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全２回） 第１回 ６月２５日(金)、第２回 ７月３０日(金)

開催時間帯 １８時００分～１９時３０分

参加社数（人数） １０人

開催方法（場所） Web開催（Zoom）
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント

ISO21434について概要を知ることができた。
また分析手法についても知見を得ることができ、課題が明確になった。

ISO 21434の内容をベースに実務的な話も聞けた。
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
討議のテーマの難易度が高くなってしまった。
基本としての勉強会のレベルとしてあっていなかった。

◆講師所感
導入としての資料として良い品質のものが提供できた。
次年度においては、講義の内容で十分議論のできる
討議テーマを設定する。
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２０２１年度第２ラウンド

「車載セキュリティ(ISO21434概要)」
アドバンス
実績報告

富士通株式会社 大崎貴之
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勉強会概要

勉強内容

＜1回目＞
・ISO21434概要
・情報セキュリティ対策技術
＜2回目＞
・脆弱性評価の概要
・ファジング評価解説(ツール紹介、ポイントなど)

勉強スタイル レクチャー形式

開催日（全2回）
第１回 2021年11月24日(水)

第２回 2021年12月8日(水)

開催時間帯 18時00分～19時30分

参加社数（人数） 11社(11名)

開催方法（場所） Zoom会議
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勉強会の様子

＜1回目＞
・ISO/SAE21434とは
・ISO/SAE21434に沿った開発の流れ
・セキュリティ対策技術について

＜2回目＞
・セキュリティ機能テスト
・脆弱性テストの3段階
・ファジングテストとは
・テストツール紹介

１，２回目共に自作の教材によりレクチャーを実施
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アンケート結果
・グラフ

・参加者のコメント

・車載セキュリティに関する知識が深められた

・ISO21434より情報セキュリティの色が濃いように感じましたが、

非常に参考になった

・ファジングテストの話をじっくり聞けたのが良かった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
• 基本編未参加の参加者もあったためISO21434概要説明を
入れたが概ね好評だった

• 1時間半大体過不足なく実施できた

• 策定間もない規格のため導入事例の紹介はできなかった

◆講師所感
• 基本編との重複を避けるため、ややISO21434そのもととい
うよりは、具体的にどのような対策を実施するのかという点
に重きを置いたが、参加者の需要に合致したようでよかった

• 2回目は狭い分野の内容に特化していたため、質問があまり
活発には出なかった
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２０２１年度第１ラウンド

「Pythonを用いたディープラーニング」
実績報告

株式会社クレスコ 井上祐寛
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勉強会概要

勉強内容

ディープラーニングの入門として、まずは体験し理解する事
を目的とし、仕組みについて解説を行い、Pythonを用いた演
習を実施する事で理解を深めます。なお、演習では手書き
文字認識(MNIST)、画像認識、転移学習を扱いました。

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全３回） 第１回 ６月２９日(火)、第２回 ７月２７日(火)、第３回 ８月３１日(火)

開催時間帯 １８時００分～２０時００分

参加社数（人数） ２１人

開催方法（場所） Web開催
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勉強会の様子
テキストの例 演習プログラムの例
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・グラフ

・参加者のコメント(勉強会について(上記アンケートの右の設問)、なぜそう思ったか）

ディープラーニングに対する理解が深まった。

DeepLearningの基礎を短時間で丁寧にご教授頂けて良かった。

実作業に置き換えた場合のイメージが明確にできた。

知らなかったツールを紹介いただけた。

自身の業務にどのように活かせるのか、具体的なイメージがつかめなかった。

「画像のダウンロード」に関して時間がかかっていた。

アンケート結果
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
第１回 単純パーセプトロン、多層パーセプトロン、手書き文字認識

第２回 ディープラーニングの概要、畳み込みニューラルネットワーク

第３回 ファインチューニング、VGG16、犬猫画像の分類器

◆講師所感
演習をスムーズに開始できた

演習環境の構築と確認手順を事前(10日前)に配布する事ができたため、

演習をスムーズに開始する事ができ、質問を受ける時間を多く持つ事がで

きた点は良かったと感じます。

ネットワーク遅延による影響（第3回)

データの転送にて遅延が発生し、時間ギリギリまで演習が終わらない事が

あったため、必要なデータは事前(第2回など)に取得するなど、今後見直し

を行いたい。 63/88



２０２１年度第１ラウンド

「クラウドで動かすAI」
実績報告

株式会社クレスコ 井上祐寛
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勉強会概要

勉強内容

クラウドのAIサービスとして画像認識、音声認識、対話エー
ジェントといったAI機能を対象に、各社クラウドサービスの概
要、特徴、および違いについて学びます。またWatsonを使っ
た演習を行い、何ができるのか、どうやって構築するのかに
ついて理解を深めます。

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全３回） 第１回 ６月２８日(月)、第２回 ７月２６日(月)、第３回 ８月３０日(月)

開催時間帯 １８時００分～２０時００分

参加社数（人数） ２0人

開催方法（場所） Web開催

65/88



勉強会の様子
テキストの例
画像認識
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・グラフ

・参加者のコメント(勉強会について(上記アンケートの右の設問)、なぜそう思ったか）

音声認識は今後のクルマ開発にも必要になってくると思われるため

主要なクラウドサービスの比較ができてよかった

各社の特徴はかなり詳しく知ることができ、今後業務で関わりがあった場合役に立ちそうと感じ

たから。

内容がとても面白いものであった。実際の操作で理解が深まった

最新情報は得られたが、自社サービス開発で活かせる技術はあまり身に付かなかったため

内容は概ね満足だが、一部利用サービスの変更で手を動かす機会が予想より少なかったため。

クラウドで動かすAIの紹介という感じでそれ以上ではなかった

アンケート結果



まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
第１回 音声認識、各社サービスの比較、Watson 音声認識による演習

第２回 対話エージェント、Watson Assistantによる演習

第３回 画像認識、各社サービスの比較

◆講師所感
クラウドAIの手軽さを伝えらた

演習を行う事でクラウドのAIサービスに対するハードルが下がり、簡単に

利用できる事を理解できたと思います。今回の演習環境は勉強会後も利

用できるため、今後、必要となった時に得た知識が役立つと感じます。

画像認識の演習ができなかった(反省点)

演習環境として利用していたWatsonから画像認識サービスが廃止となっ

たため第3回の画像認識にて演習を行う事ができませんでした。今後、画

像認識をどのように演習するか検討を行いたい。 68/88



２０２１年度第２ラウンド

「ラズベリーパイで動かすAI」
実績報告

株式会社クレスコ 井上祐寛
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勉強会概要

勉強内容

ディープラーニングの概要について学び、エッジデバイ
スとしてラズベリーパイにカメラ、マイクを接続しAI
の実装を行いました。演習では画像認識、物体検知、
AIスピーカ(音声認識、音声合成、自然言語処理）、手
書き文字を認識するAIカメラの実装を行いました。

勉強スタイル レクチャー形式、演習方式

開催日（全３回） 準備会 １２月１３日
第１回 １２月２０日(月)、第２回 １月１７日(月)、第３回 ２月２１日(月)

開催時間帯 １８時００分～２０時００分

参加社数（人数） １0人

開催方法（場所） Web開催
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勉強会の様子
テキストの例 演習プログラムの例
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・グラフ

・参加者のコメント
知見のなかった技術(Python、AI系の知識)について学習することができた

サンプルコードを動かしながら、その中身や仕組みを知ることができた

短い時間の中だったが、ＤＮＮの構成やＡＩスピーカの仕組みを知ることができた。有意な講義

だったと考える。

座学形式でほぼ説明を聞くだけで終わってしまいました。

教育内容は良かった。時間配分が問題で講義がやり切れていない。

アンケート結果
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
準備会 環境構築、Python入門

第１回 環境確認、ディープラーニング入門、手書き文字認識

第２回 エッジAIの概要、ラズパイにて画像認識、物体検知

第３回 AIスピーカ(音声認識、合成音声、自然言語処理を活用)

◆講師所感
演習環境セットアップ済みOSイメージの事前配布

環境差異を無くした事で、演習を確実に実施できた。

準備会の実施（希望者）

環境構築やPythonに不安のある方を対象に、事前確認、説明会を行う事

で参加前提となるレベル感を合わせる事ができた。

第3回目の時間配分の見直しが必要

扱う技術が多くあるため説明に時間を要したため、演習、質疑応答の時間

を十分に取ることができなかったため、今後見直しを行いたい。



２０２１年度九州勉強会
「 EVプラットフォーム＋（プラス）が加速する次世代モビリティ・まちづくり」

実績報告

株式会社アイシン 前田 和彦
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勉強会概要

勉強内容

＜講演会概要＞
「EV加速の動向(海外/日本) 」、「OTAの車載普及」、
「自動車業界のAI動向」等を踏まえ、九州の自動車業
界に関連する取組みを紹介。
世の中の今後の動向を知ることで、各社の今後の開発活
動のヒントとなることを目的として実施。

勉強スタイル 講演会

開催日（全1回） 1月17日(月)

開催時間帯 16時00分～17時15分

参加社数（人数） 32名

開催方法（場所） WEB開催 ※福岡システムLSIセンター(福岡市)
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勉強会の様子
福岡システムLSIセンターからZoom配信

講師：一般社団法人EMoBIA 副代表理事兼事務局長 小林英次氏氏

※福岡県を中心に自動運転/モビリティの分野を行政(地方自治体)と連携
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アンケート結果
・グラフ (経験年数と勉強会評価のグラフを掲載する）

・参加者のコメント

・世界のEV市場の状況、日本の現状を知ることができ、
今後の車載業務の方向性などを知ることができた

・九州に特化した自動車業界・ユーザーの動向が聞けて良かった

・グローバルな市場動向・技術動向に加え、自治体の課題も取り上げていた

・今後の方針検討、顧客との対話でプラスになる

経験年数 勉強会について
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
【要望】

・今回のテーマを1つ深く掘り下げた内容の勉強会の実施

・九州内でのMaaS事業の展望など官民が一体の取り組み

・九州の地場産業に関わる産学官活動に関しての深掘り

⇒他では収集できない九州目線での自動車業界の

より詳細な動向を期待

◆所感
多くの方が世界の動向を感じながら、九州での取組みに対して興味を
持っていると感じました。

今後は九州のより身近な官民の取組みを発信する場を提供すると共に
自分達が何をするべきかを考える機会を作れればと思います。
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２０２１年度

「ETロボコンクラブ」
実績報告

デンソーテクノ（株） 水口善之
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勉強会概要

勉強内容

ETロボコンを教材とし ＜初心者可＞

➢ 分析（ユースケース）

➢ 設計（モデル設計、オブジェクト指向）

➢ 実装（C, C++言語）

➢ 機械制御（リアルタイム制御）

など マネジメント・設計・コーディングに至るまで 総合的な
ソフトウェアの勉強の場として活用

勉強スタイル 演習方式

開催日（全24回） 第１回 ４月１0日(土) ～ 第２４回 ３月２６日(土)

開催時間帯 月2回 土曜日 １３時００分 ～１８時００分

参加社数（人数） ５社(５名)

開催方法（場所） Teams (リモートでの開催)
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ETロボコンについて

 社団法人組込みシステム技術協会

（JASA）が主催

 「組込みシステム」分野における技術教育を

テーマに 決められた走行体で指定コースを自

律走行する競技

 UML等で分析・設計したソフトウェアでシミュ

レータ上のロボットを制御し 走行タイムとモ

デリングの評価で競う
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2021年度活動実績

 ETロボコン2021 東海地区アドバンストクラス 参加

➢ 総合順位：10チーム中8位

➢ 走行タイム：22.3秒

➢ モデル評価：D
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良かった点

プログラミング初心者でも参加しやすくなる工夫があった

・経験者と担当する部分を分け、難易度に配慮

走行パラメータ調整など、走らせて結果が見える部分を初心者が担当

・Gitの使い方など基本を丁寧に教えて頂き楽しくやれた

・活動日は、伝えたいことを積極的にTeamsへ書き込んで残し欠席しても

後で様子がわかるようになっていた

反省点

途中から来れなくなった参加者のフォローがうまくできなかった

・自主的な活動のため仕方ない部分もあるが、次は最初に親睦会

など入れて早めに打ち解ける、休み始めたら声をかける、など対応したい

振り返り
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2022年度の目標

 成果を見える形で残す事を考え今年度もETロボコン大会へ出場

➢ アドバンストクラスに参加

☞完走を目指し 初心者の基礎スキル習得

☞難所クリアを目指し 経験者の実践スキル向上 を図る

 ETロボコン主催の研修に参加しソフトウェア開発の腕を磨くとともに

大会参加者との交流を深める

 月2回勉強会開催というペースを守り 組み込み系ソフトウェア開発

のスキルを着実に磨いていく
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最後に

 ETロボコンを通じて 引き続き東海地区の組み込み系

ソフトウェアエンジニアの育成と交流に努めて行きたい

 そのためにも新たなメンバを追加し クラブをさらに活性化

させたい というわけで・・・
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